
鶴
岡
市
議
会
百
条
調
査

特
別
委
員
会
（
佐
藤
博
幸

委
員
長
）
の
第

回
会
議

11

が

日
開
か
れ
、
皆
川
市

25
長
へ
の
証
人
尋
問
が
公
開

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
川
市
長
の
答
弁
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

選
挙
資
金
は
当
初
か

ら
自
己
資
金
で
行
う

考
え

「
２
０
１
７
（
平
成

）
29

年

月
９
日
に
、
当
時
支

10
援
者
で
あ
っ
た
藤
島
在
住

の
男
性
か
ら
、
現
金
１
０

０
万
円
の
寄
付
を
受
け

た
」

「
そ
の
１
０
０
万
円
は
、

翌
日
の

月

日
に
、
会

10

10

計
責
任
者
に
渡
し
た
」

「
当
日
の
寄
付
者
と
の
や

り
取
り
は
、
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
６
月

日
の
、

22

村
上
後
援
会
長
へ
の
寄
付

者
か
ら
の
手
紙
の
中
に
、

後
援
会
の
寄
付
な
の
か
、

個
人
へ
の
寄
付
な
の
か
の

確
認
が
あ
り
、
個
人
の
寄

付
で
良
い
と
い
う
回
答
が

あ
っ
た
と
記
載
が
あ
り
、

や
り
取
り
は
そ
の
通
り
だ

と
思
う
」

「
選
挙
期
間
は
、
選
挙
運

動
に
関
す
る
政
治
家
個
人

へ
の
個
人
の
寄
付
が
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て

知
っ
た
」

「
選
挙
運
動
費
用
収
支
報

告
書
に
、
寄
付
と
し
て
記

載
す
べ
き
と
こ
ろ
、
知
識

不
足
と
忙
し
さ
の
中
で
、

こ
れ
を
失
念
し
、
誤
っ
た

記
載
と
な
っ
た
」

「
選
挙
運
動
の
費
用
は
、

当
初
か
ら
自
分
の
自
己
資

金
で
行
う
考
え
で
あ
っ

た
。
受
領
し
た
寄
付
は
、

自
己
資
金
の
立
て
替
え
と

し
て
、
選
挙
運
動
資
金
に

充
て
た
の
で
、
昨
年

月
12

日
に
報
告
書
の
記
載
の

23訂
正
願
を
行
っ
た
」

余
剰
金
と
し
て
返
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
た

「
寄
付
は
、
選
挙
運
動
費

用
の
収
支
上
、
余
剰
金
と

し
て
返
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
、
昨
年
８
月

日
、

28

寄
付
と
同
額
の
１
０
０
万

円
を
返
金
に
行
っ
た
。
し

か
し
、
受
け
取
り
を
拒
否

さ
れ
た
の
で
、
自
宅
に
置

い
て
き
た
」

「
不
記
載
の
情
報
は
、
報

道
機
関
か
ら
、
そ
の
１
週

間
く
ら
い
前
に
、
事
務
所

に
い
る
後
援
会
関
係
者
に

知
ら
せ
が
あ
っ
た
」

「
後
援
会
関
係
者
と
話
し

合
い
、
寄
付
を
本
人
に
返

金
す
れ
ば
、
寄
付
が
な
か

っ
た
こ
と
に
で
き
る
と
考

え
、
不
記
載
へ
の
非
難
を

回
避
し
た
い
と
思
っ
た
」

「
返
金
は
、
私
と
、
私
の

妻
、
妻
の
母
の
銀
行
口
座

か
ら
用
意
し
た
お
金
だ
」

支
援
者
「
自
己
資
金
と

し
て
使
っ
た
と
、
堂
々

と
説
明
し
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
か
」

「
昨
年

月

日
の
報
道

12

22

の
前
日
に
、
報
道
関
係
者

か
ら
取
材
が
あ
り
、
そ
の

日
に
出
納
責
任
者
と
、
記

載
し
よ
う
と
話
し
あ
い
、

日
に
訂
正
願
を
届
け

23た
」

「
報
道
の
前
ま
で
は
、
返

金
す
れ
ば
訂
正
ま
で
は
必

要
な
い
と
考
え
て
い
た

が
、

月

日
に
そ
れ
は

12

21

難
し
い
と
判
断
し
、
訂
正

が
必
要
だ
と
判
断
し
た
」

「
支
援
者
か
ら
収
支
報
告

書
に
記
載
を
促
さ
れ
た
こ

と
は
な
い
。
返
金
の
日
の

８
月

日
に
、
本
人
の
手

28

紙
で
、
自
己
資
金
と
し
て

使
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、

誰
に
も
口
外
し
な
い
の

で
、
堂
々
と
説
明
し
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
か
、
と

書
い
て
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
」

言
質
得
よ
う
と
何
度

げ

ん

ち

も
質
問
繰
り
返
す
自

公
委
員

自
公
会
派
の
委
員
は
、

「
不
記
載
を
違
法
だ
と
認

識
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
、
何
度
も
繰
り
返

し
問
い
質
し
て
い
ま
し
た

が
、
皆
川
市
長
は
「
違
法

と
い
う
認
識
は
な
か
っ

た
。
不
適
切
な
処
理
に
つ

い
て
、
必
要
な
訂
正
を
行

っ
た
も
の
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

公
職
選
挙
法
上
、
選
挙

運
動
費
用
収
支
報
告
書
の

記
載
と
訂
正
は
、
い
つ
で

も
可
能
で
、
訂
正
の
期
限

の
定
め
も
な
く
、
法
的
に

は
ゆ
る
や
か
な
規
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

自
公
会
派
は
、
前
回
の

寄
付
者
の
証
人
尋
問
で
、

「
市
長
に
訂
正
を
求
め
た
」

と
い
う
言
質
を
得
よ
う
と

げ

ん

ち

し
ま
し
た
が
叶
わ
ず
、
今

回
は
市
長
の
「
不
記
載
が

違
法
だ
っ
た
」
と
い
う
言

質
を
引
き
出
そ
う
と
し
ま

し
た
が
、
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。

な
ぜ
寄
付
に
な
る
の
か

説
明
が
な
い
証
言
を
マ

ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ

な
お
、
前
回
の
寄
付
者

へ
の
尋
問
で
、
市
長
か
ら

の
返
金
に
つ
い
て
、
「
差

し
上
げ
た
金
額
が
手
元
に

戻
っ
て
き
た
。
今
は
寄
付

と
し
て
頂
い
た
も
の
と
理

解
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
」
と
答
弁
し
た
こ
と
か

ら
、
報
道
で
は
「
返
金
は

寄
付
と
理
解
」
と
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

発
言
は
、
休
憩
を
は
さ

ん
で
午
後
か
ら
の
再
開
で

な
さ
れ
た
も
の
で
、
返
金

が
、
な
ぜ
返
金
で
な
く
寄

付
に
な
る
の
か
、
説
明
の

な
い
証
言
を
、
マ
ス
コ
ミ

が
「
公
選
法
が
禁
止
す
る

寄
付
行
為
の
可
能
性
」
と

し
て
、
大
き
く
報
道
し
た

も
の
で
す
。

委
員
会
で
は
、
こ
の
返

金
に
関
わ
る
記
録
の
提
出

に
つ
い
て
、
寄
付
者
か
ら

皆
川
市
長
へ
の
複
数
の
手

紙
と
、
村
上
後
援
会
長
へ

の
手
紙
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
を
決
め
、
次
回
の
証

人
尋
問
は
、
皆
川
市
長
の

日
程
を
確
認
し
て
決
定
す

る
と
し
ま
し
た
。
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今
年
度
の
第
１
回
都
市

計
画
審
議
会
（
上
木
勝
司

会
長
）
が

日
開
か
れ
ま

25

し
た
。

協
議
で
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
茅
原
北
土
地
区

画
整
理
事
業
に
合
わ
せ
、

同
地
内
に
都
市
計
画
公
園

２
ヶ
所
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

現
在
鶴
岡
地
域
に
あ
る

ヶ
所
の
街
区
公
園
に
、

55こ
の
度
の
２
ヶ
所
が
追
加

さ
れ
、
市
所
有
の
公
園
と

し
て
地
域
と
連
携
し
て
、

施
設
の
適
切
な
管
理
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
。

公
園
名
称
に
つ
い
て
は

公
募
に
よ
り
、
「
茅
原
あ

ね
ち
ゃ
広
場
」
「
茅
原
だ

だ
ち
ゃ
広
場
」
に
決
定
し

た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
委
員
の
菅
井

巌
市
議
は
、
地
元
や
市
民

へ
の
説
明
状
況
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
市
担
当
課
で

は
６
月
に
茅
原
地
区
の
住

民
・
関
係
者
に
説
明
を
行

い
、「
意
見
は
な
か
っ
た
」
、

「
縦
覧
広
告
へ
も
な
か
っ

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
で
は
９
月
頃
ま
で
公

園
整
備
を
完
了
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

中
高
一
貫
校
整
備

現

北
・
南
高
に
増
築
工
事

ま
た
審
議
会
で
は
、
中

高
一
貫
校
整
備
事
業
で
、

併
設
型
中
学
校
と
し
て
利

用
す
る
現
在
の
鶴
岡
北
高

の
増
築
工
事
に
関
し
て
、

給
食
の
搬
入
・
移
動
や
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
的

に
使
用
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
備
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
建
物
高
さ
の
特

例
許
可
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

補
足
と
し
て
、
同
整
備

事
業
の
鶴
岡
南
校
の
改
修

・
増
築
工
事
の
概
要
も
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月21日入札分

・温海温泉林業センター地下タンクＦＲＰライニング工事（湯温海字
湯之里88-7）（入札5業者）
(有)冷熱設備今野 2,220,000円（2,670,000円）工期～10/28（落札率83.15％）
・市営美原住宅6号棟104号室、東部住宅2号棟102号室浴室改修工事（美
原町17-43、鶴岡市朝暘町22-28）（入札2業者）
中野興建(有) 3,320,000円（3,360,000円）工期～11/4（落札率98.81％）
・小真木原スケート場倉庫改修工事（小真木原町2番地）（入札4業者）
加藤建設管工(株) 14,750,000円（14,900,000円）

工期～10/31（落札率98.99％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月21日入札分

・市道七日町柳橋線(柳橋)旧橋撤去工事（本町二丁目・三丁目地内）（入
札5業者うち3業者辞退）
笠原建設工業(株) 53,700,000円（54,590,000円）

工期～5/3/24（落札率98.37％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月25日入札分

・鶴岡市公共下水道事業 汚水7号幹線改良工事（馬場町地内）（入札3
業者）
東北環境開発(株) 26,800,000円（27,260,000円）

工期～12/23（落札率98.31％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月25日入札分

・三瀬地内径150粍・200粍送配水管更新工事（三瀬地内）（入札7業者
うち1業者辞退）
三和メイテック(株) 73,100,000円（74,610,000円）

工期～5/3/31（落札率97.98％）

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動

車
道
（
日
沿
道
）
の
朝
日

ま
ほ
ろ
ば
Ｉ
Ｃ
と
、
あ
つ

み
温
泉
Ｉ
Ｃ
間

・
８
キ

40

ロ
の
早
期
開
通
を
め
ざ
す

「
第

回
日
本
海
沿
岸
東

34

北
自
動
車
道

新
潟
・
山

形
県
境
地
区
建
設
促
進
大

会
」
が

日
、
鶴
岡
市
温

20

海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
日
本
共
産
党
市

議
団
も
参
加
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
と
し
て
、
高

野
明
・
酒
田
河
川
国
道
事

務
所
長
ら
が
、
担
当
す
る

区
間
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
掘
削
中
の
鼠
ヶ

関
ト
ン
ネ
ル
（
１
２
４
２

ｍ
）
は
、
３
４
０
ｍ
ま
で

掘
削
が
進
み
、
１
ヵ
月
で

約

ｍ
進
ん
で
い
る
こ

60
と
、
未
着
手
の
ト
ン
ネ
ル

３
本
の
う
ち
、
今
年
度
中

れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
予
算
の
確

保
や
、
道
の
駅
等
の
整
備

へ
の
支
援
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
決
議
案
を
承
認
し
た

後
、
要
望
書
を
各
国
道
事

務
所
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。

の
水
質
調
査
に
携
わ
っ
て

き
た
山
形
大
学
農
学
部
助

教
授
の
梶
原
昌
彦
氏
が
、

講
演
し
ま
し
た
。

梶
原
氏
は
、
水
質
の
変

化
の
要
因
と
し
て
、
こ
こ

年
間
の
気
象
変
化
が
、

20平
均
気
温
の
上
昇
と
降
水

量
が
微
増
傾
向
で
あ
る
こ

と
、「

た
め
池
」
が
農
業
用

水
に
利
用
さ
れ
て
き
た
中

で
、
水
の
流
入
と
排
出
関

係
を
調
査
し
た
結
果
、
水

の
循
環
が
他
の
池
に
比
べ

て
低
い
こ
と
、

渡
り
鳥
の
糞
尿
な
ど
に

よ
っ
て
、
水
質
の
濁
り
や

富
栄
養
化
が
進
み
、
ヒ
シ

自
然
学
習
交
流
館
「
ほ

と
り
あ
」
の
、
今
年
度
第

回
の
里
地
里
山
学
講
座

1「
大
山
上
池
・
下
池
の
水

質
の
変
遷
と
浄
化
へ
の
取

り
組
み
」
が
、
同
施
設
で

開
か
れ
、
地
元
の
菅
井
巌

議
員
が
参
加
・
聴
講
し
ま

し
た
。

長
年
に
わ
た
っ
て
同
池

や
ハ
ス
な
ど
、
植
物
が
栄

養
を
吸
収
す
る
が
、
そ
の

後
枯
れ
た
物
が
堆
積
す
る

こ
と
、

堆
積
し
た
底
泥
は
、
50

～

㎝
程
度
あ
る
の
で
は

60
な
い
か
、

水
質
の
改
善
や
解
決
方

法
と
し
て
、
底
泥
の
浚
渫

な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、

コ
ス
ト
が
大
き
い
こ
と
、

水
生
植
物
の
刈
取
り

（
植
生
に
よ
る
吸
収
＝
水

質
浄
化
）
が
、
有
効
と
の

研
究
調
査
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

課
題
解
決
と
し
て
、
池

に
繁
茂
し
て
い
る
ヒ
シ
や

ハ
ス
な
ど
の
刈
取
り
と
有

効
利
用
、
今
後
の
持
続
的

な
活
動
な
ど
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
農

業
肥
料
な
ど
が
高
騰
し
て

い
る
。
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど

で
の
底
泥
の
利
用
が
で
き

な
い
も
の
か
」

「
ハ
ス
・
レ
ン
コ
ン
の

有
効
利
用
が
で
き
な
い

か
」
な
ど
、
水
質
浄
化
と

循
環
型
の
有
効
利
用
へ
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

に
１
本
着
手
す
る
計

画
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

一
方
、
秋
田
県
境

区
間
で
は
、
遊
佐
比

子
―
遊
佐
鳥
海
区
間

の
令
和
５
年
度
供
用

予
定
を
は
じ
め
、
８

年
度
ま
で
、
象
潟
Ｉ

Ｃ
ま
で
開
通
予
定
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ


